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リスク社会化、個人社会化、グローバル社会化として特徴づけたポスト近代社会に

おいて、つながり（社会連帯）の弱体化はどのように若年者の無縁化をもたらすの

か。この問いに対して、本研究では「若年者の無縁化」及び「社会的排除」の視点か

ら日本における若年者の「つながり」（社会的連帯）の弱体化を捉え、その実態を実

証的なデータを用いて検討する。また、「自己再帰的（再帰性）」の概念を検討する

ことにより、つながりが弱体化しているポスト近代社会において「若年者の無縁化」

に若年者が社会に立ち向かう方向を模索する。 

 

本研究の検討から、次の 3 点を指摘することができる。第 1 は、若年者に対する経

済的支援の側面において、人的つながりが希薄な若年者が無業の状態にある場合や失

業をしている場合、主に親に依存することである。また、労働市場に参入した若年者

が、低賃金で不安定な労働に就いている場合も、経済的に親に依存し続ける可能性が

高いため、大人としての自立への道はまだ遠いと言わざるを得ない。第 2 は、個々人

の社会的つながりが個人の経済的余裕、労働時間に左右されていることである。フリ

ーター、非正規労働者など経済的に余裕がない低賃金労働者あるいは長時間労働者は

社会的つながりから排除されやすい。第 3 は、集合住宅が増えつつあるポスト近代社

会において居住状況が変化することにより、個々人の生活形態にも変化が起こり、社

会的つながりが衰弱化している。そのため、若年者が親と同居しているにも拘らず、

居住状況によって社会的つながりから排除される恐れがあると推察される。また、近

隣住民とのつながりやコミュニケーションが希薄化している今日では、相互に助け合

ったりするような信頼関係を築くことを通して有縁化を取り戻すことが重要な端緒の

一つとなる。だが、本研究における主張は、以前あったつながりを取り戻そうと呼び

かけるのではなく、新たなつながりを作ろうという「脱埋め込み」「再埋め込み」の

概念を提起するものである。 
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In the postmodern society with the characteristics of risk socialization, indivi

dual socialization, and global socilization, how does the weakening social solidarity

 lead to the alienation phenemona of the youth? Based on this, this study discuss t

he weakening “relationship (affiliation)” of Japanese youth with empirical data from

 the perspective of “alineation phenemona of the youth” and “scocial exclusion.”  

 According to research results of this study, first, in terms of economic assist

ance, the youth with weak human ties rely mainly on their parents when they are j

obless. Furthermore, the youth at work with low salaries and insecured jobs is mor

e likely to rely on their parents economically, and it is still a long way for them t

o become real independent adults. Second, individual social relationship has been lo

ng influenced by individual economic power and the time providing labor. Especiall

y, for labors with low economic power who either receive low payment or work fo

r longer hours such as freeters or non-permanent employees, they are more likely t

o be excluded from social solidarity. Thi rd, in the postmodern society, housing com

plex has been increased. During the change of habitation, individual life style also 

changes accordingly. Meanwhile, social solidarity has also be gradually weakened. 

Thus, even living with their parents, the youth  is more likely to be excluded from 

social solidarity.     
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